
 
  

 

Ⅰ指導と評価の一体化 

 

【評価規準】「聞くこと」「話すこと［や
り取り］」「書くこと」 

【単元の目標】「身近な人を紹介する語句や表現を
理解し、身近な人について、その人の魅力を含めて、
他者に配慮しながら紹介することができる。」 

単元の目標と
評価がつなが
っていない 

1 時間目：「聞くこと」 



Ⅱ言語活動と評価 

 

【４時間目】「話すこと［やり取り］」をする子ども
の様子を見取る（１回目）。 

【5 時間目】４時間目で「C」評価の子どもの学習改善になるような指導を行う。 
（例）A 評価の子どもの「やり取り」の様子をクラスで共有する。 

【６時間目】「話すこと［やり取り］」をする子どもの様子を見取る（２回目）。４時間目で「C」
評価の子どもが「B」評価の力がついているか確認し、指導が適切であったかをみる。 

【場面設定の例】「新しい ALT が９月から自分たちの町へ一人でやって来る。新しい ALT に『この

町（学校）に来てよかった！』と思ってもらうように、自分たちの町を紹介しよう。」 

→「初めてこの町にやって来る ALT に、どんなことを伝えたら自分たちの町を気に入ってもらえる

だろう、どのように伝えたら、自分たちの町のよさが伝わるだろう（内容）」「これまで学んだ語句や

表現のうち、どれを使えばいいのだろう（表現）」と、子どもたちが考えることができるよう、具体

的な場面を設定することが大切です。 

４時間目：「やり取り」 

６時間目： 

「やり取り」 


